
 

目 
 

 

次 

告 
 

 
示 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
の
全
部
解
除 

公 
 

 

告 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
の
実
施 

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任 

○
公
共
測
量
の
実
施
䥹
三
件
䥺 

選
挙
管
理
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○
政
治
団
体
の
名
称
等
の
届
出 

○
条
例
の
制
定
若
し
く
は
改
廃
の
請
求
又
は
監
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
選
挙
権
を
有
す 

る
者
の
一
定
数 

○
県
議
会
の
解
散
の
請
求
又
は
知
事
等
若
し
く
は
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
等
の
委
員
の
解
職
の
請 

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
一
定
数 

○
県
議
会
の
議
員
の
解
職
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
一
定
数 

教
育
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○
落
札
者
の
決
定
に
つ
い
て 

そ 

の 

他 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
山
梨
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

○
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て 

山
梨
県
公
報 

令
和
八
年 九

月
十
七
日 

第
六
百
八
十
八
号 

木 曜 日 

発
行
者 

 

山 

梨 

県 
 

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号 

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日 



山
梨
県
告
示
第
二
百
五
十
七
号 

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
䥹
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
䥺
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
指
定

を
解
除
す
る
䣎
そ
の
関
係
図
面
は
䣍
山
梨
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
吉
田

支
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
䣎 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
梨
県
知
事 

 

長 
 

崎 
 

幸 

太 

郎 
 

 

山
中
湖
村 

市
町
村
名 

赤
芝―

１ 

土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
の
名
称 

急
傾
斜
地

の
崩
壊 

自
然
現
象

の
種
類 

次
の
図
の
と

お
り
䥹
図
面

省
略
䥺 

区
域
の
表
示

及
び
衝
撃
に

関
す
る
事
項 

全
部 

解
除

事
項 

平
成
二
十
三
年
山
梨

県
告
示
第
七
十
四
号 

指
定
告
示 

 
 

 
 

 

 

告
　
　
示



◎ 

職
業
訓
練
指
導
員
試
験
の
実
施 

 

職
業
能
力
開
発
促
進
法
䥹
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
䥺
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
䣍
職
業
訓

練
指
導
員
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
䣎 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
梨
県
知
事 

 

長 
 

崎 
 

幸 

太 

郎 

一 

試
験
を
実
施
す
る
免
許
職
種
及
び
試
験
科
目 

 

１ 

試
験
を
実
施
す
る
免
許
職
種
及
び
試
験
科
目
は
次
の
と
お
り
と
す
る
䣎 

  
 

免
許
職 

学
科
試
験
の
科
目 

 

 
 

種 
 

 
 

関
連
学
科 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

指
導
方
法 

 
 

 

機
械
科 

一 

系
基
礎
学
科 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

職
業
訓
練
原
理 

 
 

 
 

 
 

 

１ 

機
械
工
学
䥹
機
械
要
素
及
び
機
構
と
運
動
䥺 

 
 

 

二 

教
科
指
導
法 

 
 

 
 

 
 

 

２ 

材
料
䥹
材
料
力
学
䣍
金
属
材
料
䣍
非
金
属
材
料
並
び 

三 

訓
練
生
の
心
理 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
潤
滑
油
及
び
切
削
剤
䥺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四 

生
活
指
導 

 
 

 
 

 
 

 

３ 

工
作
法
䥹
Ｎ
Ｃ
加
工
法
䣍
機
械
工
作
法
䣍
治
具
及
び 

五 

職
業
訓
練
関
係 

 
 

 
 

 
 

 
 

工
具
䥺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

法
規 

 
 

 
 

 
 

 

４ 

測
定
法
䥹
測
定
及
び
試
験
機
器
䣍
測
定
法
䣍
形
状
測 

 
 

 
 

 
 

 
 

定
並
び
に
材
料
試
験
䥺 

 
 

 
 

 
 

 

５ 

安
全
衛
生
䥹
安
全
管
理
及
び
衛
生
管
理
䥺 

 
 

 
 

 
 

二 

専
攻
学
科 

１ 

加
工
法
䥹
切
削
加
工
法
䣍
研
削
加
工
法
䣍
金
型
工
作 

 
 

 
 

 
 

 
 

法
及
び
精
密
加
工
法
䥺 

 
 

 
 

 
 

 

２ 

機
械
製
図
䥹
機
械
製
図
法
䣍
機
械
設
計
法
及
び
テ
ク 

ニ
カ
ル
イ
ラ
ス
ト
レ
䤀
シ
䣼
ン
䥺 

  

２ 

前
記
以
外
の
職
種
に
つ
い
て
も
䣍
指
導
方
法
の
み
の
試
験
を
行
う
䣎 

二 

受
験
資
格 

 

１ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
䥹
機
械
科
の
関
連
学
科
を
受
験
で
き
る
者
は
䣍
職
業
能
力
開
発

促
進
法
第
三
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
実
技
試
験
の
全
部
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
に
限
る
䣎
䥺 

 
 

(一) 

職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者 

 
 

(二) 

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
䥹
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
䣎
以
下
䣓
省



令
䣔
と
い
う
䣎
䥺
第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
者 

 
 

２ 
１
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
䣍
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
䣎 

 
 

(一) 
拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者 

 
 

(二) 

職
業
訓
練
指
導
員
免
許
の
取
消
し
を
受
け
䣍
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い

者 

三 

試
験
の
免
除 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１ 

実
技
試
験
の
全
部
又
は
学
科
試
験
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

者
及
び
そ
の
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
免
除
の
範
囲
は
䣍
次
の
と
お
り
と
す
る
䣎 

 

免
許
職
種 

 

免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者 

 
 

 
 

 
 

免
除
の
範
囲 

 

全
職
種
共
通 

免
許
職
種
に
関
し
䣍
一
級
の
技
能
検
定
又
は
単
一 

実
技
試
験
の
全
部
及
び
学 

 
 

 
 

 
 

 
 

等
級
の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
䥹
電
子
回
路
接 

科
試
験
の
う
ち
関
連
学
科 

 
 

 
 

 
 

 
 

続
及
び
バ
ル
コ
ニ
䤀
施
工
の
技
能
検
定
に
合
格
し 

の
試
験 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
者
を
除
く
䣎
䥺 

  
 

 
 

 
 

 
 

免
許
職
種
に
関
し
䣍
二
級
の
技
能
検
定
に
合
格
し 
実
技
試
験
の
全
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
者 

  
 

 
 

 
 

 
 

職
業
訓
練
指
導
員
免
許
を
受
け
た
者 

 
 

 
 

 

学
科
試
験
の
う
ち
関
連
学 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

科
の
系
基
礎
学
科
䥹
当
該 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

免
許
職
種
に
係
る
職
業
訓 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

練
指
導
員
試
験
に
係
る
系 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

基
礎
学
科
と
同
一
の
系
基 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

礎
学
科
に
限
る
䣎
䥺
及
び 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

指
導
方
法
の
試
験 

 

免
許
職
種
に
関
し
䣍
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
に
お 

実
技
試
験
の
全
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
て
実
技
試
験
に
合
格
し
た
者 

 

職
業
訓
練
指
導
員
試
験
に
お
い
て
学
科
試
験
の
う 

学
科
試
験
の
う
ち
指
導
方 

 
 

 
 

 
 

 
 

ち
指
導
方
法
の
試
験
に
合
格
し
た
者 

 
 

 
 

 

法
の
試
験 

 

免
許
職
種
に
関
し
䣍
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
に
お 

学
科
試
験
の
う
ち
関
連
学 



 
 

 
 

 
 

 
 

い
て
学
科
試
験
の
う
ち
関
連
学
科
の
系
基
礎
学
科 

科
の
系
基
礎
学
科
又
は
専 

 
 

 
 

 
 

 
 

又
は
専
攻
学
科
䥹
フ
䣸
䤀
ク
リ
フ
ト
科
䣍
建
築
物 

攻
学
科
䥹
フ
䣸
䤀
ク
リ
フ 

 
 

 
 

 
 

 
 

衛
生
管
理
科
及
び
福
祉
工
学
科
に
係
る
職
業
訓
練 

ト
科
䣍
建
築
物
衛
生
管
理 

 
 

 
 

 
 

 
 

指
導
員
試
験
に
あ
䣬
て
は
䣍
学
科
試
験
の
う
ち
関 

科
及
び
福
祉
工
学
科
に
係 

連
学
科
䥺
の
試
験
に
合
格
し
た
者 

 
 

 
 

 
 

る
職
業
訓
練
指
導
員
試
験 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
あ
䣬
て
は
䣍
学
科
試
験 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
う
ち
関
連
学
科
䥺
の
試 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

験 

 

職
業
訓
練
指
導
員
試
験
に
お
い
て
学
科
試
験
の
う 

学
科
試
験
の
う
ち
関
連
学 

 
 

 
 

 
 

 
 

ち
関
連
学
科
の
系
基
礎
学
科
の
試
験
に
合
格
し
た 

科
の
系
基
礎
学
科
䥹
当
該 

 
 

 
 

 
 

 
 

者 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

職
業
訓
練
指
導
員
試
験
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

係
る
系
基
礎
学
科
と
同
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
系
基
礎
学
科
に
限
る
䣎 

䥺
の
試
験 

 

短
期
養
成
課
程
の
指
導
員
養
成
訓
練
を
修
了
し
䣍 
学
科
試
験
の
う
ち
指
導
方 

 
 

 
 

 
 

 
 

職
業
訓
練
指
導
員
試
験
に
お
い
て
学
科
試
験
の
う 

法
の
試
験 

 
 

 
 

 
 

 
 

ち
指
導
方
法
の
試
験
に
合
格
し
た
者
と
同
等
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
能
力
を
有
す
る
と
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校 

の
長
が
認
め
る
者 

  
 

 
 

 
 

 
 

免
許
職
種
に
関
し
䣍
短
期
養
成
課
程
の
指
導
員
養 

学
科
試
験
の
う
ち
関
連
学 

 
 

 
 

 
 

 
 

成
訓
練
を
修
了
し
䣍
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
に
お 

科
の
試
験 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
て
学
科
試
験
の
う
ち
関
連
学
科
の
試
験
に
合
格 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
た
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
職
業
能 

 
 

 
 

 
 

 
 

力
開
発
総
合
大
学
校
の
長
が
認
め
る
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

免
許
職
種
に
関
し
䣍
短
期
養
成
課
程
の
指
導
員
養 

実
技
試
験
の
全
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

成
訓
練
を
修
了
し
䣍
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
に
お 

い
て
実
技
試
験
に
合
格
し
た
者
と
同
等
以
上
の
能 

力
を
有
す
る
と
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
認
め
る
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



免
許
職
種
に
関
し
䣍
応
用
課
程
又
は
特
定
応
用
課 

学
科
試
験
の
う
ち
関
連
学 

 
 

 
 

 
 

 
 

程
の
高
度
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
者 

 
 

 
 

 

科
の
試
験 

  
 

 
 

 
 

 
 

免
許
職
種
に
関
し
䣍
専
門
課
程
又
は
特
定
専
門
課 

学
科
試
験
の
う
ち
関
連
学 

 
 

 
 

 
 

 
 

程
の
高
度
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
者 

 
 

 
 

 

科
の
試
験 

  
 

 
 

 
 

 
 

学
校
教
育
法
䥹
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号 

学
科
試
験
の
う
ち
関
連
学 

 
 

 
 

 
 

 
 

䥺
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
大
学
又
は
同
法
第
百 

科
の
試
験 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
五
条
に
規
定
す
る
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
免 

 
 

 
 

 
 

 
 

許
職
種
に
関
す
る
学
科
を
修
め
て
卒
業
し
た
者 

  
 

 
 

 
 

 
 

省
令
第
四
十
五
条
の
二
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す 

実
技
試
験
の
全
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
者 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

省
令
別
表
第 

省
令
別
表
第
十
一
の
三
の
免
許
職
種
の
欄
に
掲
げ 

省
令
別
表
第
十
一
の
三
の 

 
 

十
一
の
三
に 

る
免
許
職
種
に
つ
い
て
同
表
の
試
験
の
免
除
を
受 

免
除
の
範
囲
の
欄
に
掲
げ 

 
 

掲
げ
る
免
許 

け
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
欄
に
掲
げ
る
者 

 
 

 
る
試
験 

 
 

職
種 

 
 

２ 

実
技
試
験
及
び
学
科
試
験
の
全
部
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
䥹
以
下
䣓
全
免
除
者
䣔

と
い
う
䣎
䥺
に
よ
る
受
験
申
請
に
つ
い
て
は
䣍
五
の
４
の
申
請
書
類
の
受
付
期
間
に
限
ら
ず
䣍
通

年
で
受
け
付
け
る
こ
と
と
す
る
䣎
ま
た
䣍
全
免
除
者
に
つ
い
て
は
䣍
受
験
申
請
と
併
せ
て
職
業

訓
練
指
導
員
免
許
の
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
䣎 

四 

試
験
の
日
時
及
び
場
所 

 

１ 

日
時 

令
和
九
年
一
月
二
十
六
日
䥹
火
䥺
午
前
十
一
時
か
ら 

 

２ 

場
所 

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号 

山
梨
県
防
災
新
館
会
議
室 

五 

受
験
手
続 

 

１ 

受
験
申
請
書
類 

職
業
訓
練
指
導
員
試
験
受
験
申
請
書
䣍
履
歴
書
䣍
写
真
二
枚
䥹
申
請
日
前
六

月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
脱
帽
䣍
上
半
身
像
で
縦
四
セ
ン
チ
メ
䤀
ト
ル
か
つ
横
三
セ
ン
チ
メ
䤀
ト

ル
の
写
真
で
䣍
裏
面
に
撮
影
年
月
日
及
び
氏
名
を
記
載
し
た
も
の
䣎
申
請
書
及
び
受
験
票
䥹
控
䥺

に
貼
り
付
け
る
こ
と
䣎
䥺
及
び
受
験
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類 

 

２ 

試
験
の
免
除
申
請 

試
験
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
䣍
三
の
表
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す

る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
䣎 

 

３ 

申
請
書
類
の
提
出
先 

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号 

山
梨
県
産
業
政
策
部
産
業
人
材
課



䥹
郵
送
に
よ
り
受
験
申
請
を
す
る
場
合
は
䣍
必
ず
簡
易
書
留
と
す
る
こ
と
䣎
䥺 

 

４ 
申
請
書
類
の
受
付
期
間 

令
和
八
年
十
一
月
四
日
䥹
水
䥺
か
ら
同
月
十
九
日
䥹
木
䥺
ま
で
の
山

梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
䥹
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
䥺
に
定
め
る
県
の
休
日
を
除
く
日

の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
䣎
た
だ
し
䣍
郵

送
の
場
合
は
同
月
十
九
日
䥹
木
䥺
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
を
有
効
と
す
る
䣎
な
お
䣍
電
子
申
請

に
よ
る
場
合
は
䣍
同
月
四
日
䥹
水
䥺
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
同
月
十
九
日
䥹
木
䥺
午
後
五
時
十
五

分
ま
で
䣍
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
䣬
と
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に
て
受
け
付
け
る
䣎 

 

５ 

受
験
手
数
料 

三
千
百
円
䥹
受
験
申
請
を
受
け
付
け
た
後
䣍
そ
の
内
容
を
審
査
の
上
䣍
受
験
資

格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
郵
送
す
る
納
付
書
に
て
納
付
す
る
こ
と
䣎
な
お
䣍
受
験
手
数
料

は
䣍
申
請
を
取
り
消
し
䣍
又
は
受
験
を
し
な
か
䣬
た
場
合
で
も
䣍
還
付
し
な
い
䣎
䥺 

 

６ 

受
験
票
の
交
付 

受
験
手
数
料
の
納
付
を
確
認
し
た
後
䣍
申
請
者
に
受
験
票
を
交
付
す
る
䣎 

 

７ 

全
免
除
者
の
受
験
手
続 

全
免
除
者
は
受
験
手
数
料
を
不
要
と
す
る
䣎
全
免
除
者
の
受
験
手
続

は
五
の
４
の
申
請
書
類
の
提
出
期
間
に
限
ら
ず
䣍
通
年
で
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
䣍
全
免
除
者

は
受
験
手
続
と
併
せ
て
職
業
訓
練
指
導
員
免
許
の
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
䣎
こ
の
場
合

に
お
い
て
䣍
全
免
除
者
は
五
の
１
の
受
験
申
請
書
類
と
併
せ
て
䣍
職
業
訓
練
指
導
員
免
許
申
請
書

䥹
以
下
䣓
免
許
申
請
書
䣔
と
い
う
䣎
䥺
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
䣎 

 
 

 

ま
た
䣍
全
免
除
者
が
免
許
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
は
䣍
併
せ
て
免
許
交
付
手
数
料
䥹
二
千
三

百
円
䥺
を
納
付
す
る
こ
と
䣎
免
許
交
付
手
数
料
の
納
付
は
䣍
申
請
を
受
け
付
け
た
後
に
郵
送
す
る

納
付
書
に
て
納
付
す
る
こ
と
䣎
な
お
䣍
免
許
交
付
手
数
料
は
䣍
申
請
を
取
り
消
し
た
場
合
で
も
還

付
し
な
い
䣎 

 
 

 

な
お
䣍
全
免
除
者
の
受
験
申
請
書
を
受
理
し
た
場
合
は
䣍
五
の
６
の
受
検
票
は
交
付
し
な
い
䣎 

六 

合
否
判
定
の
基
準 

 

１ 

学
科
試
験
の
指
導
方
法
䣍
系
基
礎
学
科
及
び
専
攻
学
科
の
全
て
に
つ
い
て
満
点
の
六
割
以
上
の

得
点
が
あ
り
䣍
か
つ
䣍
学
科
試
験
の
う
ち
系
基
礎
学
科
及
び
専
攻
学
科
の
科
目
の
全
て
に
つ
い
て

満
点
の
五
割
以
上
の
得
点
が
あ
る
場
合
は
䣍
合
格
と
す
る
䣎 

 

２ 

学
科
試
験
の
う
ち
指
導
方
法
に
つ
い
て
満
点
の
六
割
以
上
の
得
点
が
あ
る
場
合
䥹
１
に
該
当
す

る
場
合
を
除
く
䣎
䥺
は
䣍
指
導
方
法
に
限
り
合
格
と
す
る
䣎 

 

３ 

学
科
試
験
の
う
ち
系
基
礎
学
科
又
は
専
攻
学
科
に
つ
い
て
満
点
の
六
割
以
上
の
得
点
が
あ
り
䣍

か
つ
䣍
当
該
学
科
の
科
目
の
全
て
に
つ
い
て
満
点
の
五
割
以
上
の
得
点
が
あ
る
場
合
䥹
１
に
該
当

す
る
場
合
を
除
く
䣎
䥺
は
䣍
当
該
学
科
に
限
り
合
格
と
す
る
䣎 

七 

合
格
発
表 

令
和
九
年
二
月
十
六
日
䥹
火
䥺
午
前
十
時
に
山
梨
県
ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ
に
合
格
者
の
受

験
番
号
を
掲
示
す
る
と
と
も
に
受
験
者
に
合
否
を
書
面
で
通
知
す
る
䣎
た
だ
し
䣍
全
免
除
者
の
合

格
発
表
は
䣍
本
人
あ
て
の
み
通
知
す
る
䣎 

八 

そ
の
他 



 
１ 

職
業
訓
練
指
導
員
試
験
受
験
案
内
及
び
申
請
書
用
紙
は
䣍
山
梨
県
産
業
政
策
部
産
業
人
材
課
䣍

山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
䣍
山
梨
県
立
峡
南
高
等
技
術
専
門
校
及
び
山
梨
県
立
就
業
支
援

セ
ン
タ
䤀
に
お
い
て
配
布
す
る
䣎 

 

２ 

受
験
に
関
す
る
注
意
事
項
䥹
集
合
時
刻
䣍
携
帯
品
等
䥺
は
䣍
後
日
受
験
票
を
も
䣬
て
通
知
す
る
䣎 

 

 

３ 

試
験
に
つ
い
て
の
不
明
な
点
は
䣍
山
梨
県
産
業
政
策
部
産
業
人
材
課
䥹
電
話
〇
五
五―

二
二
三

―

一
五
六
七
䥺
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
䣎 

  



◎ 

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任 

 

土
地
改
良
法
䥹
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
䥺
第
十
八
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
䣍
鶴
島

土
地
改
良
区
か
ら
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
䣬
た
の
で
次
の
と
お
り
公
告
す
る
䣎 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
梨
県
知
事 

 

長 
 

崎 
 

幸 

太 

郎 

一 
 

退
任 

二 
 

就
任 

 

理
事 

役
職
名 

上
條
泰
雄 

氏
名 

上
野
原
市
鶴
島
二
千
四
百
十
四
番
地 

住
所 

令
和
八
年
五
月
十
六
日 

退
任
年
月
日 

理
事 

役
職
名 

長
谷
川
ひ
と
美 

氏
名 

上
野
原
市
鶴
島
八
百
三
十
八
番
地
一 

住
所 

令
和
八
年
八
月
十
八
日 

就
任
年
月
日 



◎ 

公
共
測
量
の
実
施 

 

測
量
法
䥹
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
䥺
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
中
北
農
務
事
務
所
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受

け
た
の
で
䣍
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
䣎 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
梨
県
知
事 

 

長 
 

崎 
 

幸 

太 

郎 

一 

測
量
の
種
類 

公
共
測
量
䥹
三
級
基
準
点
網
図
䥺 

二 

測
量
の
地
域 

山
梨
県
韮
崎
市
の
一
部 

三 

測
量
の
期
間 

令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
十
二
日
ま
で 



◎ 

公
共
測
量
の
実
施 

 

測
量
法
䥹
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
䥺
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
中
北
農
務
事
務
所
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受

け
た
の
で
䣍
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
䣎 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
梨
県
知
事 

 

長 
 

崎 
 

幸 

太 

郎 

一 

測
量
の
種
類 

公
共
測
量
䥹
三
級
基
準
点
網
図
䥺 

二 

測
量
の
地
域 

山
梨
県
北
杜
市
大
泉
町
谷
戸 

三 

測
量
の
期
間 

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
十
二
日
ま
で 



◎ 

公
共
測
量
の
実
施 

 

測
量
法
䥹
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
䥺
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
中
北
農
務
事
務
所
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受

け
た
の
で
䣍
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
䣎 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
梨
県
知
事 

 

長 
 

崎 
 

幸 

太 

郎 

一 

測
量
の
種
類 

公
共
測
量
䥹
三
級
基
準
点
網
図
䥺 

二 

測
量
の
地
域 

山
梨
県
北
杜
市
長
坂
町
長
坂
上
条 

三 

測
量
の
期
間 

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
十
二
日
ま
で 



山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
六
号 

 

政
治
資
金
規
正
法
䥹
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
䥺
第
六
条
第
一
項
䣍
第
七
条
䣍
第
十
九
条

第
二
項
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
次
の
と
お
り
あ
䣬
た
䣎 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

委 

員 

長 
 

秋 
 

山 
 

 
 

 

洋 

政
治
資
金
規
正
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
届
出 

政
治
団
体
設
立
届 

 

そ
の
他
の
政
治
団
体 

 

政
治
資
金
規
正
法
第
七
条
に
よ
る
届
出 

届
出
事
項
の
異
動
届 

 

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
二
項
に
よ
る
届
出 

資
金
管
理
団
体
指
定
届 

共
に
新
し
い
景
色
を

Ｋ
ｙ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ
．
ｌ
ａ
ｂ

功
刀
亮
佑
地
域
戦
略
研
究
会

功
刀
亮
佑
後
援
会

韮
栄
会

田

中

　
敏

信

渡

邉

　
敏

文

功

刀

　
亮

佑

河

西

　
翼

小

沢

　
栄

一

田

中

　
敏

信

石

原

　
佑

人

白

石

　
眞

人

白

石

　
眞

人

浅

川

　
裕

康

笛
吹
市
春
日
居
町
鎮
目
七
〇
四
ー

一
　
プ
チ

ハ
ウ
ス
横
山
二
〇
五
号

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
高
田
七
七
ー

九

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
高
田
二
六
八
六
ー

一

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
高
田
二
六
八
六
ー

一

韮
崎
市
藤
井
町
北
下
條
一
七
一
二
ー

二

令
和
八
年
九
月

四
日

令
和
八
年
八
月

三
十
一
日

令
和
八
年
八
月

二
十
日

令
和
八
年
八
月

二
十
日

令
和
八
年
八
月

十
七
日

令
和
八
年
九
月

四
日

令
和
八
年
八
月

三
十
一
日

令
和
八
年
八
月

二
十
日

令
和
八
年
八
月

二
十
日

令
和
八
年
八
月

十
九
日

名
　
　
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

設
立
年
月
日

届
出
年
月
日

旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新
区
分

井

上

　
和

夫

井

上

　
光

三

木

内

　
健

司

鈴

木

　
康

揮

河

野

木

綿

子

中

島

美

弥

子

笛
吹
市
八
代
町
米
倉
二
五
二

笛
吹
市
八
代
町
岡
一
〇
〇
五

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
高
田
二
六
八

六
ー

一

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
高
田
七
七
ー

九 西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
高
田
二
六
八

六
ー

一

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
高
田
七
七
ー

九 南
巨
摩
郡
富
士
川
町
小
室
二
三
一
二

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
小
室
二
七
〇
二

山
輝
会

令
和
八
年
九
月

四
日

令
和
八
年
九
月

四
日

令
和
八
年
八
月

三
十
一
日

令
和
八
年
八
月

三
十
一
日

功
刀
亮
佑
地
域
戦
略
研
究
会

令
和
八
年
八
月

三
十
一
日

令
和
八
年
九
月

四
日

令
和
八
年
八
月

二
十
五
日

令
和
八
年
九
月

四
日

功
刀
亮
佑
後
援
会

公
明
党
山
梨
第
二
総
支
部

自
由
民
主
党
富
士
川
町
支
部

令
和
八
年
八
月

三
十
一
日

令
和
八
年
九
月

四
日

公
明
党
山
梨
第
一
総
支
部

令
和
八
年
七
月

三
十
日

令
和
八
年
九
月

四
日

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

異
動
年
月
日

代
表
者
氏
名

名
　
　
称

功
刀
　
亮
佑

小
沢
　
栄
一

氏
　
　
名

県
議
会
議
員

県
議
会
議
員

功
刀
亮
佑
地
域
戦
略
研
究
会

韮
栄
会

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
髙
田

二
六
八
六
ー

一

韮
崎
市
藤
井
町
北
下
條
一
七

一
二
ー

二

功
刀
　
亮
佑

小
沢
　
栄
一

令
和
八
年
八
月

二
十
日

令
和
八
年
八
月

十
九
日

令
和
八
年
八
月

二
十
日

令
和
八
年
八
月

十
九
日

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

指
定
年
月
日

届
出
年
月
日

選
挙
管
理
委
員
会



政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
に
よ
る
届
出 

資
金
管
理
団
体
異
動
届 

 

 

旧 新
区
分

資
金
管
理
団
体
の
名
称

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
高
田
二
六

八
六
ー

一

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
高
田
七

七
ー

九

代
表
者
氏
名

氏
　
名

功
刀
亮
佑
地
域
戦
略
研

究
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

公
職
の
種
類

届
出
年
月
日

令
和
八
年
八
月

三
十
一
日

功

刀

　
亮

佑

異
動
年
月
日

令
和
八
年
九
月

四
日



山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
七
号 

 

地
方
自
治
法
䥹
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
䥺
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
山
梨
県
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
は
䣍
次
の
と
お
り

で
あ
る
䣎 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

委 

員 

長 
 

秋 
 

山 
 

 
 

 

洋 

 

一
三
䣍
三
〇
〇 

                          



山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
八
号 

 

地
方
自
治
法
䥹
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
䥺
第
七
十
六
条
第
一
項
䣍
第
八
十
一
条
第
一
項
及

び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
䥹
昭
和
三
十
一
年
法

律
第
百
六
十
二
号
䥺
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
山
梨
県
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の

三
分
の
一
の
数
䥹
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
䣬
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え

る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
䣍

そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
䣬
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得

た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し

て
得
た
数
䥺
は
䣍
次
の
と
お
り
で
あ
る
䣎 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
委 

員 

長 
 

秋 
 

山 
 

 
 

 

洋 

 

一
七
七
䣍
四
九
四 

                     



山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
九
号 

 

地
方
自
治
法
䥹
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
䥺
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
山
梨
県
議
会

議
員
の
各
選
挙
区
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
䥹
そ
の
総
数
が
四
十
万
を

超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
䣬
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四

十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
䣍
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に

あ
䣬
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
䥺
は
䣍
次
の
と
お
り
で
あ
る
䣎 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

委 

員 

長 
 

秋 
 

山 
 

 
 

 

洋 

 

選
挙
区
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
分
の
一
の
数 

 

西
八
代
郡
・
南
巨
摩
郡 

 
 

 
 

一
二
䣍
九
七
三 

 

中
巨
摩
郡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
䣍
六
四
六 

 

南
都
留
郡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
二
䣍
七
〇
三 

 

甲
府
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
〇
䣍
三
一
二 

 

富
士
吉
田
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
二
䣍
九
二
〇 

 

都
留
市
・
西
桂
町 

 
 

 
 

 
 

 

九
䣍
〇
七
九 

 

山
梨
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
䣍
一
九
五 

 

大
月
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
䣍
一
七
七 

 

韮
崎
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
䣍
八
一
六 

 

南
ア
ル
プ
ス
市 

 
 

 
 

 
 

 

一
九
䣍
七
九
九 

 

北
杜
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
二
䣍
九
八
〇 

 

甲
斐
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
〇
䣍
九
〇
九 

 

笛
吹
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
八
䣍
四
七
三 

 

上
野
原
市
・
北
都
留
郡 

 
 

 
 

 

六
䣍
三
八
一 

 

甲
州
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
䣍
二
一
八 

 

中
央
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
䣍
〇
八
一 

     



◎ 

落
札
者
の
決
定
に
つ
い
て 

 

次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
䣎
な
お
䣍
こ
の
公
告
は
䣍
二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
䣻
ネ
䤀
ブ

で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
に
よ
䣬
て
改
正
さ
れ
た
千
九
百
九
十
四

年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ
シ
䣻
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
䣍
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日

本
国
と
欧
州
連
合
と
の
間
の
協
定
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の
で
あ

る
䣎 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
梨
県
立
図
書
館 

副
館
長 

 

東 
 

一 

孝 

一 

落
札
に
係
る
物
品
の
名
称
及
び
数
量 

１ 

名
称 

山
梨
県
立
図
書
館
書
架 

２ 

数
量 

一
式 

二 

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
所
属 

１ 

名
称 

山
梨
県
立
図
書
館 

２ 

所
在
地 

山
梨
県
甲
府
市
北
口
二
丁
目
八
番
一
号 

三 

落
札
者
を
決
定
し
た
日 

令
和
八
年
七
月
二
十
九
日 

四 

落
札
者 

１ 

名
称 

キ
ハ
ラ
株
式
会
社 

２ 

住
所 

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
三
丁
目
五
番 

五 

落
札
金
額 

七
千
四
百
九
十
万
円 

六 

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続 

一
般
競
争
入
札 

七 

地
方
自
治
法
施
行
令
䥹
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
䥺
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に 

よ
る
公
告
を
行
䣬
た
日 

令
和
八
年
六
月
十
八
日 

教
育
委
員
会



山
梨
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号 

 

山
梨
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
䣎 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
梨
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会 

長 
 

宮 
 

崎 
 

淳 
 

一 

 
 

 

山
梨
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 

山
梨
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
規
程
䥹
平
成
十
八
年
山
梨
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示

第
一-

一
号
䥺
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
䣎 

 

第
十
四
条
第
一
項
中
䣓
山
梨
県
農
政
部
食
糧
花
き
水
産
課
䣔
を
䣓
山
梨
県
農
政
部
食
糧
水
産
課
䣔
に

改
め
䣍
同
条
第
三
項
中
䣓
食
糧
花
き
水
産
課
長
䣔
を
䣓
食
糧
水
産
課
長
䣔
に
䣍
䣓
食
糧
花
き
水
産
課
長

補
佐
䣔
を
䣓
食
糧
水
産
課
長
補
佐
䣔
に
䣍
䣓
食
糧
花
き
水
産
課
職
員
䣔
を
䣓
食
糧
水
産
課
職
員
䣔
に
改

め
る
䣎 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
䣍
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
䣎 

そ
 
の
 
他



◎ 

山
梨
県
道
路
公
社
公
告
第
八
号 

 

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
䣎 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

雁
坂
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
管
理
事
務
所
長 

 

平 
 

井 
 

真 
 

幸 
 

 

一 

一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
事
項 

 

１ 

工
事
名 

国
道
百
四
十
号 

雁
坂
ト
ン
ネ
ル
無
線
設
備
・
ラ
ジ
オ
再
放
送
設
備
点
検
業
務
委
託 

 

２ 

工
事
場
所 

山
梨
県
山
梨
市
三
富
川
浦
地
内 

 

３ 

工
事
概
要 

無
線
設
備
・
ラ
ジ
オ
再
放
送
設
備
点
検 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

雁
坂
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
区
間
点
検 

一
式 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
梨
側
受
託
管
理
区
間
点
検 

一
式 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
側
受
託
管
理
区
間
点
検 

一
式 

 

４ 

工
期 

令
和
八
年
十
月
十
九
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
十
五
日
ま
で 

 

５ 

予
定
価
格 

二
百
五
十
三
万
円
䥹
税
込
み
䥺 

二 

公
告
日 

令
和
八
年
九
月
十
七
日 

三 

入
札
参
加
資
格
申
請
の
受
付
期
間 

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日
䥹
火
䥺
か
ら
十
月
五
日
䥹
月
䥺
ま

で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
䥹
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
䥺
に
定
め
る
県
の
休
日
を

除
く
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
䣎
た
だ
し
䣍
最
終
日
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
䣎 

四 

そ
の
他 

詳
細
は
䣍
令
和
八
年
九
月
十
七
日
䥹
木
䥺
よ
り
䣍
山
梨
県
道
路
公
社
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
有

料
道
路
管
理
事
務
所
ホ
䤀
ム
ペ
䤀
ジ
䥹h

t
t
p
s
:
/
/
t
o
l
l
g
a
t
e
.
s
e
c
u
r
e
s
i
t
e
.
j
p
/
w
p
/
n
y
u
s
a
t
s
 

u
_
c
a
t
e
/
k
a
r
i
s
a
k
a
/

䥺
に
お
い
て
配
布
す
る
一
般
競
争
入
札
公
告
䣍
設
計
図
書
等
に
よ
る
䣎 


